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FAXにてお申し込みの場合は、以下をご記入の上　0120-85-2502　まで

セミナーでは、次のことをお伝えします

医療法人の運営の見直しポイント

□ 医療法人の監査義務化に対して、どのような準備が必要か。

□ 理事や監事の義務・賠償責任など、経営側のリスクにどう備えればよいか。

□ 法人やグループのガバナンスは、どのように整備すればよいか。

監査義務化への備えと実務スケジュール

多くのお客様から、次のようなご相談をいただいております

突然のＦＡＸ失礼致します。本日は、弊社セミナーのご案内を送信させていただきました。貴重なＦＡＸ用紙・トナーを拝借させていただきましたこと、ご容赦くださいますよう、お願い申し上げま

す。今後のご案内が不要の場合は、まことにお手数ですがＦＡＸ番号を明記の上、ご返信いただけますよう、お願い申し上げます。ＦＡＸ：（　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　）

医療法人の「公認会計士等による監査義務化」に備える

医療法改正の重要ポイントと、実務的な対応スケジュール

ガバナンス強化・理事の忠実義務・公認会計士等による監査義務化など、改正医療法は、医療法人の経営の根本を揺るがしかねない大きな

改革となっています。本セミナーでは、医療法人の運営の見直しポイント、一定の法人に義務付けられる外部監査への備えなど、実務にお

ける対応・施行日までのスケジュールなどについて、解説・ご提案します。

日本経営グループからのセミナーのご案内です

お問い合わせ多数につき、緊急開催

税理士法人日本経営　主任研究員　大橋晃幸 御堂筋監査法人　代表　藤本勝美（公認会計士）

評議員・理事・監事などの責任と賠償問題 外部監査とは、どのような業務を言うのか

対　象

社員総会・理事会などの運営の見直しポイント 外部監査によって、経営・現場は何が変わるのか

ガバナンス強化・透明性確保のための現場対応 施行までに必要な準備と実務的なスケジュール

ご参加者数が5名に満たない場合は勝手ながら開催を中止させて頂く場合がございます。また、セミナー内容は多少変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

13:00

会　場 日本経営セミナールーム
大阪府豊中市寺内2-4-1 　緑地駅ビル6階 TEL（会場） 06-6864-1666

日　時 2016年 9月16日（金） 13:30～16:30 （受付開始）

メールアドレス 　　　　　　　　　　　＠

医療法改正の重要ポイントと、実務的な対応スケジュール / 2016年9月16日（金） お申し込み手続き完了後、受講票をお送りします

貴院名 ご住所

お申し込み（WEBサイトで「日本経営　セミナー」と検索し、お申し込みください）

　TEL:0120-65-1162 ／ FAX:0120-85-2502　　 E-mail:seminar@nkgr.co.jp

ご参加者様 　　　　　　　　　　　　　（役職）　　　　 メールアドレス 　　　　　　　　　　　＠

本申込書に記載いただいた個人情報についてはセミナーの受付管理事務・弊社からの各種ご案内等に利用し、その他の利用でご迷惑をおかけすることはございません。

【お問合せ先】日本経営グループセミナー事務局　担当：小倉 〒561-8510　大阪府豊中市寺内2-13-3 日本経営ビル

電話 FAX

ご参加者様 　　　　　　　　　　　　　（役職）　　　　

病院経営者、事務長 参加費 5,000円（消費税込）
税理士、社会保険労務士、コンサルタントなど、同業

の方のご参加はお断りしております。資料のみのご請

求はお断りしています。また、当日ビデオなどの録

画・録音機の持ち込みはご遠慮願います。

日本経営グループのお客様と知人様に限り、無料です。
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